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道　標

「
聖
霊
降
臨
」
（
５
日
）
、

「
三
位
一
体
」
（
12
日
）
、

「
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
」
（
19

日
）
、
「
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の

誕
生
」
（
23
日
）
、
「
イ
エ
ス

の
み
心
」
（
24
日
）
、
「
聖
ペ

ト
ロ
・
聖
パ
ウ
ロ
」
（
29

日
）
、
と
な
り
ま
す
。
あ
る
司

祭
の
表
現
で
は
、
「
ス
ー
パ
ー

の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
の
よ
う

だ
」
そ
う
で
す
。
 

教
会
は
７
週
間
の
復
活
節
と

い
う
、
典
礼
用
語
の
「
季
節
」

を
終
え
て
、
「
年
間
」
と
い
う

通
常
の
典
礼
に
移
り
ま
す
が
、

そ
の
冒
頭
に
教
会
が
死
守
す
べ

き
信
仰
の
核
心
を
明
確
に
し

て
、
そ
れ
を
祝
い
ま
す
。
本
来

は
各
祭
日
に
つ
い
て
お
話
す
べ

き
で
す
が
、
今
回
は
「
イ
エ
ス

の
み
心
」
に
限
っ
て
お
話
し
ま

す
。
 

つ
ま
り
「
み
心
の
信
心
」
と

は
イ
エ
ス
が
示
さ
れ
た
神
の
愛

を
私
た
ち
が
生
活
の
中
で
実
践

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
イ
エ
ス
は
元
来
神
で

す
が
、
人
間
と
な
ら
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
で
も
で

き
る
方
法
で
、
神
の
愛
を
実
践

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
具

体
的
に
は
イ
エ
ス
が
受
け
ら
れ

た
受
難
と
死
は
、
私
た
ち
人
間

に
も
共
有
で
き
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
信
心
の
起
源
は
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
・
マ
リ
ー
・
ア
ラ
コ
ッ

ク
修
道
女
に
あ
り
ま
す
。
１
６

７
５
年
、
彼
女
は
イ
エ
ス
の
私

的
啓
示
を
受
け
ま
す
。
そ
れ

は
、
イ
エ
ス
の
胸
に
は
心
臓
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
開

い
た
傷
か
ら
は
愛
を
象
徴
す
る

炎
が
出
、
イ
エ
ス
を
傷
つ
け
る

人
々
の
罪
を
象
徴
す
る
茨
の
冠

が
心
臓
に
絡
み
つ
い
て
い
た
、

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
時
、

イ
エ
ス
の
次
の
言
葉
を
聞
い
た

そ
う
で
す
。

「
こ
の
心
を
見
な
さ
い
。
こ

れ
は
、
人
間
を
非
常
に
愛
し
、

人
々
に
そ
の
愛
を
示
す
た
め
に

涸
れ
果
て
る
ま
で
何
一
つ
惜
し

ま
な
か
っ
た
も
の
な
の
に
、
多

く
の
人
々
か
ら
、
そ
の
報
い

に
、
特
に
聖
体
の
秘
跡
に
お
い

て
、
忘
恩
、
不
敬
、
さ
ら
に
は

冒
涜
、
冷
淡
、
無
関
心
し
か
受

け
て
い
な
い
。
最
も
辛
い
の

は
、
私
に
献
身
し
た
人
々
も
そ

う
し
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
の
望

み
は
、
聖
体
の
祭
日
の
翌
週
の

金
曜
日
に
、
私
が
聖
体
に
お
い

て
受
け
た
す
べ
て
の
侮
辱
を
償

う
た
め
の
祝
日
を
設
け
、
そ
の

日
に
は
償
い
の
心
を
も
っ
て
聖

体
を
拝
領
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
。
 

確
か
に
、
人
間
の
心
臓
は
体

内
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
人
の

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
伝
統

的
に
６
月
を
「
聖
心
の
月
」
と

称
し
て
、
イ
エ
ス
の
聖
心
の
信

心
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
各
教
会
で
捧
げ
ら
れ

て
い
る
「
初
金
ミ
サ
」
が
そ
の

例
で
す
。
皆
さ
ん
は
何
気
な

く
、
毎
月
の
第
１
金
曜
日
に
捧

げ
ら
れ
る
「
初
金
ミ
サ
」
に
与

か
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
「
イ
エ
ス
の
聖
心

の
信
心
」
を
広
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
ミ
サ
な
の
で
す
。
今

回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
 

典
礼
暦
に
よ
る
と
６
月
は
キ

リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
核
心
と
な

る
祭
日
が
目
白
押
し
で
す
。

今
年
を
例
に
取
り
ま
す
と
、

目
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。
勿
論
、

神
の
愛
も
五
感
に
触
れ
る
形
で

顕
現
化
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
見
え
な
い
神

の
愛
を
見
え
る
形
で
表
し
た
像

が
先
の
啓
示
だ
っ
た
と
言
え
ま

す
。
ま
こ
と
の
神
で
あ
り
、
ま

こ
と
の
人
間
で
あ
る
イ
エ
ス

は
、
ご
自
分
の
愛
を
私
た
ち
に

示
す
た
め
に
、
人
間
的
方
法
を

取
ら
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
精
神
と

感
情
の
行
為
を
含
む
人
間
的
な

愛
を
示
さ
れ
た
の
で
す
。
 

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、

そ
の
現
代
世
界
憲
章
の
中
の
キ

リ
ス
ト
を
新
し
い
人
と
定
義
し

た
項
目
の
中
で
、
「
神
の
子
は

受
肉
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で

自
分
を
す
べ
て
の
人
間
と
一
致

さ
せ
た
。
彼
は
人
間
の
手
で
働

き
、
人
間
の
知
性
で
も
っ
て
考

え
、
人
間
の
意
志
に
従
っ
て
行

「
イ
エ
ス
の
聖
心
の
月
」
に
寄
せ
て

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

司教の手紙

動
し
、
人
間
の
心
を
も
っ
て
愛

し
た
。
」
（
22
番
）
と
述
べ
て

い
ま
す
。

最
後
の
「
人
間
の
心
を
も
っ

て
愛
し
た
」
が
み
心
の
信
心
の

意
味
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
 

現
代
は
、
ほ
ぼ
人
間
中
心
主

義
の
世
界
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

道
、
人
権
と
い
う
言
葉
が
多
用

さ
れ
、
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て

い
る
人
た
ち
へ
の
同
情
は
、
21

世
紀
に
入
っ
て
顕
著
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
世
界
の
中
で
、
富
裕

層
と
貧
困
層
、
勝
者
と
敗
者
の

二
層
の
構
図
が
明
確
化
し
て
い

る
実
態
に
起
因
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
強
調
し

て
い
る
よ
う
に
、
弱
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
人
々
へ
同
情
が

注
が
れ
る
こ
と
は
当
然
の
成
り

行
き
で
は
あ
り
ま
す
。
み
心
の

信
心
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
的

愛
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
信
心
の
始

ま
り
は
、
あ
く
ま
で
十
字
架
上

で
血
を
流
さ
れ
た
、
あ
の
イ
エ

ス
の
心
（
愛
）
を
観
想
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
根
本
に
は
、
聖
木
曜
日
の
ご

聖
体
の
制
定
、
つ
ま
り
ミ
サ

（
感
謝
の
祭
儀
）
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

「
永
遠
の
い
の
ち
の
糧
で
あ

る
パ
ン
」
と
「
多
く
の
人
の
罪

の
ゆ
る
し
の
た
め
に
流
さ
れ
る

血
」
を
受
け
て
、
イ
エ
ス
の
愛

を
生
き
、
他
者
を
愛
す
る
力
が

与
え
ら
れ
る
よ
う
祈
り
ま
し
ょ

う
。
 

シ
ノ
ド
ス
第
16
回
通
常
総
会

の
テ
ー
マ
「
と
も
に
歩
む
教
会

の
た
め
」
に
基
づ
い
て
教
区
内

で
集
め
ら
れ
た
意
見
に
つ
い

て
、
そ
の
ま
と
め
を
作
成
す
る

た
め
の
会
議
が
５
月
11
日

（
水
）
と
16
日
（
月
）
に
、
教

区
本
部
（
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に

意
見
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
実
施

シ
ノ
ド
ス
的
歩
み
教
区
連
絡
会

教皇は毎年、世界各地を訪問します。そし
て、人々の苦しみや悩みを聞き、優しい笑顔
で力づけ、数々の援助を与えます。キリスト
の代理者、教会の最高牧者である教皇は、祈
りと具体的な援助を通して全世界の人々にい
つも寄り添っているのです。この教皇に心を
合わせて、わたしたちも世界中の苦しんでい
る人々のために祈りと献金をささげます。教
皇のこうした活動のために充てられる聖ペト
ロ使徒座への献金は、８世紀ごろイギリスで
始まった、大人も子どももいちばん小さなお
金である１ペニーを毎年教皇に献金する運動
がもとになって世界中に広まったものです。

修
道
会
人
事

▼
ミ
カ
エ
ル
山
浦
義
春
神
父

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
会
）
は
、
４

月
８
日
付
で
、
古
田
町
教
会

及
び
古
仁
屋
教
会
助
任
司

祭
。
山
浦
神
父
は
１
９
７
５

年
４
月
14
日
生
ま
れ
の
47

歳
。

４
月
末
、
韓
国
仁
川
教
区
か

ら
グ
レ
ゴ
リ
オ
申
　
堅
圭
（
シ

ン
・
ヒ
ョ
ン
ギ
ュ
）
神
父
が
教

区
本
部
に
到
着
し
た
。
申
神
父

は
、
１
９
８
８
年
３
月
12
日
生

ま
れ
の
34
歳
で
、
２
０
１
７
年

１
月
６
日
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ

た
。申

神
父
の
来
鹿
は
、
鄭
成
淙

神
父
（
出
水
・
阿
久
根
教
会
）

同
様
、
研
修
目
的
で
期
間
は
３

年
の
予
定
。
本
格
的
な
研
修
を

始
め
る
前
に
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
で
日
本
語
の
習
得
に
励

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

仁
川
教
区
か
ら
申
神
父

６月26日は聖ペトロ使徒座献金

て
実
施
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
主
に
小
教
区
か

ら
の
回
答
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
・
社
会
福
祉
施
設
か
ら
の
回

答
に
関
し
て
、
連
絡
会
の
事
務

担
当
者
が
作
成
し
た
ま
と
め
原

案
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
連
絡
会
が
作
成
す
る
ま
と

め
は
司
教
協
議
会
を
通
し
て
ロ

ー
マ
に
送
付
さ
れ
る
と
と
も

に
、
教
区
内
に
お
い
て
も
し
か

る
べ
き
仕
方
で
公
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
（
教
区
連
絡
担

当
＝
霧
島
）
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溝辺教会
ティエン神父

阿久根教会
ベルクマンス神父

出水教会
ベルクマンス神父

大口教会
橋口啓悟神父

入来教会
ハンマ神父

川内教会
メニッヒ神父

教区長
中野裕明司教

姶良教会
アン神父

国分教会
サンタマリア神父

鹿屋教会
ディーノ神父

垂水教会
ビアンネ神父

志布志教会
寝占敦之神父

吉野教会
栃尾泰英神父

ザビエル教会
小隈憲士神父

紫原教会
山口好信神父

鴨池教会
ビアンネ神父

谷山教会
頭島　光神父

鴨池教会
霧島　彬神父

福岡神学院
グレゴリオ神父

指宿教会
郡山健次郎司教

加世田教会
アントニオ神父

種子島教会
ベネディクト神父

大笠利教会
内野洋平神父

瀬留教会
ドミンゴ神父

大熊教会
タム神父

聖心教会
鈴木康由神父

古田町教会
松永正男神父

古田町教会
久保芳一神父

古田町教会
山浦義春神父

古仁屋教会
山浦義春神父

古仁屋教会
松永正男神父

古仁屋教会
久保芳一神父

徳之島地区教会
福崎英雄神父

徳之島地区教会
ボスコ神父

教区本部
末吉卓也神父

旧司教館
永山幸弘神父

留学
貴島丈弥神父

善き牧者幼稚園
小川靖忠神父

オリーブの会
丸野六雄神父

引退
田原　章神父

引退
坂本　進神父

小島芳武助祭 桃薗淳一郎助祭 久保俊弘助祭 四條淳也助祭 川口　茂助祭 石神秀人助祭 重久知司助祭 池上利男助祭

教
区
で
働
く
司
祭
・
助
祭

2022玉里教会
泉　浩二神父

垂水教会
霧島　彬神父

小宿教会
フランシスコ神父
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ま
す
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
ご
寄
付
は

次
の
口
座
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

と
そ
子
ど

も
食
堂
　
記
号
１
７
８
３
０

番
号
３
２
２
５
１
７
３
１

☆
鹿
児
島
銀
行

と
そ
子
ど
も

食
堂
　
県
庁
支
店
　
店
番
０

９
０
　
普
通
預
金
　
３
０
１

９
３
４
９

（
運
営
ス
タ
ッ
フ
一
同
）

２
０
２
１
年
度
　
監
査
報
告

４
月
10
日
（
日
）
鴨
池
教
会

で
諸
帳
簿
・
書
類
・
預
金
通
帳

等
を
監
査
し
た
と
こ
ろ
い
ず
れ

も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

正
確
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。（
河
野
氏
）

初
年
度
に
鹿
児
島
カ
リ
タ
ス

か
ら
援
助
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
ま
た
信
徒
の
皆
様
か
ら
の

支
援
、
信
徒
で
は
な
い
一
市
民

の
方
か
ら
の
様
々
な
支
援
に
よ

っ
て
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

２
日
（
木
）
松
森
孝
郎
神
父
命
日
（
２
０
１
７
年
）

５
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日

８
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

11
日
（
土
）
フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

12
日
（
日
）
三
位
一
体
の
主
日

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会
・
教
区
本
部
・
15
時

13
日
（
月
）
泉
浩
二
神
父
霊
名
（
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
）

▼
鄭
法
鍾
神
父
霊
名
（
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
）

14
日
（
火
）
牧
師
神
父
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

15
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

18
日
（
土
）
正
義
と
平
和
協
議
会
・
教
区
本
部
・
13
時

19
日
（
日
）
キ
リ
ス
ト
の
聖
体

▼
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
・
谷
山
教
会
・
14
時

▼
エ
ル
ネ
ス
ト
神
父
命
日
（
１
９
７
９
年
）

23
日
（
木
）
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生

▼
小
川
靖
忠
神
父
霊
名
（
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
）

24
日
（
金
）
イ
エ
ス
の
み
心

25
日
（
土
）
青
年
会
・
鴨
池
教
会
・
18
時
30
分

26
日
（
日
）
年
間
第
13
主
日

▼
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

29
日
（
水
）
聖
ペ
ト
ロ
　
聖
パ
ウ
ロ
使
徒

▼
永
山
幸
弘
神
父
霊
名
（
聖
ペ
ト
ロ
）

▼
桃
薗
淳
一
郎
助
祭
霊
名
（
聖
ペ
ト
ロ
）

▼
小
隈
憲
士
神
父
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

▼
ア
ン
神
父
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

▼
坂
本
進
神
父
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

▼
貴
島
丈
弥
神
父
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

▼
久
保
俊
弘
助
祭
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

▼
小
島
芳
武
助
祭
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）

〔
司
教
日
程
〕
１
日
常
任
司
教
委
員
会
（
東
京
）
〜
２
日
、
８
日
中

野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
15
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
17
日
き
ぼ
う
の
電
話
、

19
日
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

家
庭

日
本
の
教
会
　
地
球
環
境
保
護

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
 

こ
の
言
葉
は
主
な
る
神
様
が

偽
預
言
者
た
ち
を
糾
弾
す
る
中

で
の
も
の
で
す
。
結
論
部
分
に

は
「
夢
を
見
た
（
偽
）
預
言
者
は

夢
を
解
き
明
か
す
が
よ
い
」
と

あ
り
ま
す
（
23
・
28
b
）。

こ
れ
を
踏
ま
え
神
様
は
「
預

言
者
に
せ
よ
、祭
司
に
せ
よ
、民

に
せ
よ
、（
こ
の
夢
の
解
き
明
か

し
を
）『
主
の
託
宣
だ
』
と
言
う

者
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
は
そ
の

は
偽
り
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
神
の
独
り
子
で

あ
る
イ
エ
ス
様
を
通
じ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
恵
み
の
御
言
葉
は

神
様
か
ら
の
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
忠
実
に
守
り
、

教
え
、
そ
し
て
受
け
継
ぐ
べ
き

な
の
で
す
。
ま
た
こ
の
神
様
の

義（
た
だ
し
）さ
は
こ
の
世
に
あ

っ
て
何
時
の
時
代
で
も
何
処
で

も
何
か
が
蔽
い
尽
く
す
こ
と
、

ま
た
何
か
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ

と
を
イ
エ
ス
様
は
エ
レ
ミ
ヤ
の

預
言
を
踏
ま
え
て
語
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

人
と
そ
の
家
を
罰
す
る
」
と
言

わ
れ
ま
す
（
23
・
34
）。
こ
こ
で

「
託
宣
」と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
原

語
に
は“
重
荷
”の
意
味
も
あ
り

ま
す
。
神
様
か
ら
受
け
た
御
言

葉
は
時
と
し
て
私
た
ち
に
重
く

圧
し
掛
か
る
が
故
に
自
分
に
都

合
の
よ
い
よ
う
に
歪
め
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

偽
預
言
者
の「
偽
」た
る
所
以
で

す
。そ

れ
ゆ
え
に
神
様
は
「
わ
た

し
の
言
葉
を
受
け
た
者
は
、
忠

実
に
わ
た
し
の
言
葉
を
語
る
が

よ
い
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す

（
23
・
28
b
）。
 

預
言
者
の
夢
の
解
き
明
か
し

イ
エ
ス
様
の
御
言
葉
に
は
道

徳
的
意
味
に
留
ま
ら
な
い
広
が

り
と
深
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

そ
れ
は
神
様
と
の
関
係
か
ら
読

ま
れ
な
け
れ
ば
正
し
く
理
解
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
「
隠
れ
て
い
る
も

の
で
、
あ
ら
わ
に
な
ら
な
い
も

の
は
な
く
、
秘
め
ら
れ
た
も
の

で
、
公
に
な
ら
な
い
も
の
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
は
（
マ
ル
コ

４
・
22
）、「
天
網
恢
恢
疎
に
し

て
漏
ら
さ
ず
」
と
い
う
諺
と
同

じ
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
言
葉
は
お
そ
ら
く
エ
レ

ミ
ヤ
の
預
言
の
「
誰
か
が
隠
れ

場
に
身
を
隠
し
た
な
ら
／
わ
た

し
は
彼
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
と

言
う
の
か
と
／
主
は
言
わ
れ

る
。天
を
も
地
を
も
、わ
た
し
は

満
た
し
て
い
る
で
は
な
い
か

と
／
主
は
言
わ
れ
る
」
を
踏
ま

え
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
（
23
・
34
）。

つ
ま
り
天
地
の
創
造
主
た
る

神
様
は
遍
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
の
地
上
の
す
べ
て
は
隠
れ

る
こ
と
、
ま
た
何
か
を
秘
匿
す

イ
エ
ス
様
の
御
言
葉
に
つ
い
て

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》

（51）

会

と

催

し

６
月

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ

チ
ウ
ム
が
ア
チ
エ
ス

４
月
24
日
（
日
）
レ
ジ
オ
・

マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
で

は
、
午
後
２
時
か
ら
ザ
ビ
エ
ル

教
会
で
、
会
員
自
身
の
聖
母
へ

の
奉
献
を
更
新
し
気
持
ち
を
新

た
に
す
る
「
ア
チ
エ
ス
」
を
行

っ
た
。
こ
の
日
の
ア
チ
エ
ス
に

は
鹿
児
島
市
内
に
あ
る
教
会
の

５
つ
の
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム
か
ら

20
人
余
の
会
員
が
出
席
し
、
司

式
し
た
中
野
司
教
と
と
も
に
、

聖
歌
を
歌
い
、
聖
マ
リ
ア
の
汚

れ
な
き
み
心
に
身
を
さ
さ
げ
る

祈
り
を
唱
え
る
な
ど
し
た
。

とそ子ども食堂2021年度決算報告

カトリック教師の会

にち：6月12日（日）
とき：15時〜16時30分
場所：教区本部2F会議室及

びオンライン
対象：カトリック信者の教

職員及びカトリック
精神に共鳴する教職
員
参加希望者は現地参
加・オンライン参加
の別を含めて担当の
霧 島 神 父 ま で 連 絡
を。メールアドレス
は以下の通り。

kago.cath.kyoushi@ gmail.com

聖
書
愛
読
運
動
完
走
者

（
新
約
聖
書
コ
ー
ス
）

今
村
早
苗
さ
ん
、
長
野
宏

樹
さ
ん
（
加
世
田
教
会
）
、

福
沢
智
子
さ
ん
（
指
宿
教

会
）
、
下
川
千
穂
子
修
道
女

（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修

道
女
会
）
、
山
口
ス
エ
ノ
修

道
女
（
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼

き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
西
仲
勝

修
道
院
）

※
５
月
18
日
現
在
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交
わ
し
な
が
ら
小
教
区
を
超
え

た
会
員
同
士
の
交
流
が
な
さ

れ
、
今
後
も
合
同
で
活
動
し
て

い
け
る
と
い
う
心
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

聖
母
月
、
島
で
は
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
の
鳴
き
声
が
聞
か
れ
始

め
、
自
然
界
の
新
た
な
移
り
変

わ
り
と
同
様
に
連
合
壮
年
会
も

小
教
区
を
超
え
た
結
束
力
で
活

動
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
（
報
告
・
参
加
会

員
）

よ
る
キ
リ
ス
ト
と
の
一
致
と
、

教
会
の
中
で
の
キ
リ
ス
ト
者
同

士
の
一
致
で
す
」
（
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
『
信
徒
の
召
命
と

使
命
』
19
参
照
）
。
 

信
徒
は
教
会
の
交
わ
り
に
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
交
わ
り
を

生
き
る
よ
う
召
さ
れ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
救
い
は
こ

の
交
わ
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。

「
神
は
人
々
を
個
別
的
に
、
全

く
相
互
の
連
絡
な
し
に
聖
と
さ

れ
救
わ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

か
れ
ら
を
、
真
理
に
基
づ
い
て

神
を
認
め
忠
実
に
神
に
仕
え
る

一
つ
の
民
と
し
て
確
立
す
る
こ

と
を
よ
し
と
さ
れ
た
」
（
『
教

会
憲
章
』
９
）
か
ら
で
す
。
 

信
徒
は
、
聖
体
祭
儀
（
感
謝

の
祭
儀
ま
た
は
ミ
サ
）
を
中
心

と
す
る
諸
秘
跡
に
よ
っ
て
こ
の

交
わ
り
を
深
め
ま
す
。
し
か

し
、
三
位
一
体
の
交
わ
り
に
由

来
し
、
こ
れ
を
反
映
す
る
教
会

の
交
わ
り
を
見
え
る
形
で
生
き

る
た
め
に
は
、
見
え
る
教
会
に

結
ば
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
見
え
る
教
会
と
は
、
ま
ず

教
区
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

見
え
な
い
普
遍
教
会
は
、
教
区

を
意
味
す
る
「
部
分
教
会
の
う

ち
に
存
在
し
、
そ
の
姿
を
現
す

の
で
す
」
（
『
信
徒
の
召
命
と

使
命
』
25
）
。

で
す
か
ら
信
徒
は
、
通
常
、

小
教
区
を
通
し
て
教
区
に
結
ば

こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
書
は
２

０
０
３
年
に
配
布
さ
れ
た
も
の

で
記
憶
に
あ
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
20
年
も

前
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
存

じ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
日
々

の
信
仰
生
活
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
章
　
教
会
の
交
わ
り
を

生
き
る
信
徒

「
教
会
は
交
わ
り
で
す
。
…

こ
の
交
わ
り
は
、
キ
リ
ス
ト
に

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
信

徒
は
、
所
定
の
小
教
区
に
所
属

し
ま
す
。
住
所
の
変
更
な
ど
で

所
属
を
変
え
る
場
合
は
両
方
の

小
教
区
に
届
け
出
ま
す
。
新
し

く
洗
礼
を
受
け
る
人
は
受
洗
教

会
の
洗
礼
台
帳
に
記
録
さ
れ
る

と
同
時
に
、
成
人
で
あ
れ
ば
所

定
の
小
教
区
に
、
子
供
で
あ
れ

ば
両
親
の
小
教
区
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
将
来
、
結

婚
す
る
か
、
司
祭
・
修
道
者
に

な
ろ
う
と
す
る
際
に
求
め
ら
れ

る
洗
礼
証
明
書
は
、
受
洗
し
た

小
教
区
に
願
い
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
　
 

信
徒
は
、
教
会
の
交
わ
り
の

中
で
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の

権
利
と
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
神
が
教
会

を
通
し
て
授
け
る
す
べ
て
の
霊

的
恩
恵
を
受
け
る
権
利
を
持
つ

と
同
時
に
、
教
会
の
生
活
と
使

命
に
参
加
す
る
義
務
を
負
う
の

で
す
。
な
お
、
教
会
に
お
い
て

成
人
と
見
な
さ
れ
る
満
18
歳
以

上
の
信
徒
は
、
こ
の
権
利
・
義

務
に
自
立
し
た
成
員
と
し
て
あ

ず
か
り
、
成
人
す
る
ま
で
は
保

護
者
の
も
と
で
教
会
の
交
わ
り

に
参
加
し
ま
す
。
 

教
会
は
多
様
な
人
々
の
集
ま

り
で
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
教

会
の
い
の
ち
と
使
命
の
た
め
に

多
様
な
カ
リ
ス
マ
や
奉
仕
職
が

あ
り
、
多
様
な
グ
ル
ー
プ
や
活

動
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
「
多
様
性
に
お
け
る
一

致
」
は
交
わ
り
で
あ
る
教
会
の

特
徴
で
あ
り
、
豊
か
さ
の
し
る

し
で
す
。
 

大
島
地
区
連
合
壮
年
会
が
昨

年
、
再
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し

て
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
５
月

７
日
（
土
）
、
大
熊
教
会
伝
道

館
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
担
当
司
祭
を
含
め
３

人
の
司
祭
と
各
小
教
区
か
ら
14

人
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
ま
ず
担
当
司
祭
の

タ
ム
神
父
さ
ま
か
ら
会
員
へ
の

労
い
の
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
今

後
の
活
動
が
発
展
す
る
よ
う
期

待
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
会

計
報
告
、
活
動
報
告
が
あ
っ
た

ほ
か
、
輪
番
制
と
な
っ
て
い
る

役
員
が
名
瀬
聖
心
教
会
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

会
員
の
連
携
強
化
策
と
し
て
連

絡
網
を
整
備
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
ほ
か
、
奄
美
市
名
瀬
永

田
町
の
旧
地
区
長
館
の
存
在
価

値
や
今
後
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
件
に
関
し
て
は
「
奄
美
地

区
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
」

に
委
ね
る
こ
と
で
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
。

会
で
は
さ
ら
に
年
々
高
齢
化

が
進
み
会
員
が
不
足
す
る
中
、

小
教
区
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
教
会
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
除

草
作
業
に
つ
い
て
新
年
度
役
員

の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
協
力
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
懇
親
会
と
な
り
、

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
を
酌
み

ド
ラ
え
も
ん
か
ら
独
裁

�
�
�
�

ス

イ
ッ
チ
を
借�

り
た
の
び
太�

く
ん
は
そ
の
恐�

�

ろ
し
さ
か

ら
「
こ
れ
を
使�

�

う
ま
い
」

と
思�

�

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
ジ
ャ
イ
ア
ン
が
の
び
太
く
ん
を
バ
ッ
ト
で
叩�

�

こ

う
と
迫�

�

っ
て
来�

た
と
き
思
わ
ず
名�

を
叫�

�

び
ボ
タ
ン
を
押�

し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後�

ジ
ャ
イ
ア
ン
が
消�

え
て
の
び

太
く
ん
に
と
っ
て
の
平
和

�
�
�

が
訪�

�

れ
た
か
と
言�

え
ば
、
い
じ

め
る
の
が
ジ
ャ
イ
ア

ン
か
ら
ス
ネ
夫�

に
代�

わ
っ
た
だ
け
で
し

た
。
同�

�

じ
よ
う
に
ス
ネ
夫
も
消�

し
て
し
ま
っ
た
の
び
太
く

ん
で
す
が
、
最
後

�
�
�

に
は
大
好

�
�
�

き
な
し
ず
か
ち
ゃ
ん
ば
か
り

で
な
く
、
世
界
中

�
�
�
�
�
�

の
人�

�

を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
た

っ
た
一
人

�
�
�

に
対�

�

し
て
で
も
「
あ
の
人�

�

な
ん
か
い
な
く
な
れ

ば
い
い
」
と
思
え
ば
す
べ
て
の
人
が
自
分

�
�
�

か
ら
離�

�

れ
去�

っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
考

�
�
�

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
神
様

�
�
�
�

は
自
分

�
�
�

が
好�

き
で
は
な
い
人
も
愛�

�

し
て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は

自
分
は
そ
の
人
の
良�

さ
に
気
付

�

�

い
て
い
な
い
だ
け
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
独
裁
ス
イ
ッ
チ
を
誰�

�

も
が
心

の
中�

�

に
持�

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
と
し
て
も
自

分
が
嫌�

�

い
な
人
を
神
様
が
愛
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
決�

�

し
て
消
え
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
を
し

た
ら
自
分
に
向�

け
ら
れ
た
神
様
の
愛
を
裏
切

�
�
�

っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
愛
」
っ
て
…
そ
れ
は
「
あ
の
人
な
ん

か
い
な
く
な
れ
ば
い
い
」

っ
て
思
わ
な
い
こ
と
で

す
。
そ
う
思
う
の
で
あ
れ

ば
「
自
分
は
自
分
の
ま
ま
で
い
ん
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
独
裁
ス
イ
ッ
チ
を
押
さ
な
い
こ
と
が
相
手

�
�
�

を

肯
定

�
�
�
�

す
る
、
ま
た
自
分
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
こ
れ
が
神
様
の
愛
の
中
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
独
裁
者
に
過

�
�
�

ち
を
気
付
か

せ
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
で
し
た
の
で
、
消
え
て
し
ま
っ
た

世
界
中
の
人
た
ち
を
元�

�

に
戻�

�

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

嫌�
�

い
な
人
を
ど
う
し
ま
す
か
？
②

要　　理

連
絡
網
を
整
備
し
小
教
区
を
超
え
た
活
動
へ

大
島
地
区
連
合
壮
年
会
が
総
会
と
懇
親
会

鹿
児
島
司
教
区
シ
ノ
ド
ス
の

答
申
及
び
バ
チ
カ
ン
の
２
０
２

３
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
世
界
代

表
司
教
会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）
の

準
備
作
業
と
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
信
仰
生

活
を
も
っ
と
充
実
し
た
も
の
と

す
る
た
め
、
カ
テ
キ
ズ
ム
（
要

理
）
を
学
び
た
い
と
い
う
意
見

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
に
沿
う
た
め
の
一

つ
と
し
て
、
故
・
糸
永
司
教
様

が
出
さ
れ
た
「
信
徒
の
た
め
の

信
仰
生
活
指
針
」
を
連
載
す
る

信
徒
の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
②

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
基
づ
く
信
徒
固
有
の
霊
性

「ウクライナ」支援募金 教区では、レデ
ンプトール宣教修道女会とカノッサ修道女
会を通してウクライナ支援することにしま
した。郵便振替口座をご利用ください。

郵便振替：02030－2－8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
＊通信欄に「ウクライナ」と明記してく

ださい。

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
で
は
、
５

月
16
日
（
月
）
教
区
本
部
で
担

当
者
会
議
を
開
催
し
、
支
援
先

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ま
ず
は
緊
急
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
」
の
実
施
を
決
め
、

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
修
道
女
会
を

通
し
て
１
０
０
万
円
を
、
ま
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
難
民
の
た
め
に

働
い
て
い
る
カ
ノ
ッ
サ
修
道
女

会
を
通
し
て
同
額
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
決
定

カ
リ
タ
ス
鹿
児
島


